
コミセン便の導入計画検討について 

資料１ 
151109 時点 



 平成28年度からの実証運行開始を目指し、今年度導入計画及び運
行計画を作成予定。 
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１．検討の流れ 

平成２７年度検討内容（予定） 

実証運行開始（平成28年度内を予定） 

運行事業者の選定・契約（平成28年度） 

第１回地域公共交通会議 
（５月２９日(金)開催） 

第２回地域公共交通会議 
（８月６日(木)開催） 

第３回地域公共交通会議 
【今回(１１月１１日（水）) 】 

第４回地域公共交通会議 

導入基本方針の検討 

運行エリア・ルートの検討 

サービス水準・運賃・ 

事業者選定条件などの検討などの検討 

とりまとめ 



 コンパクトで平坦な播磨町の特性から、自動車や自転車中心の交通体系
が中心であったが、高齢社会の進展等に対応した、持続可能な交通体系
を形成することが求められており、今後さらに公共交通の役割が重要。 
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２．コミセン便の導入検討の背景 

３．播磨町内の移動に関わる課題 

 高齢者や子育て世代、移動手段を持たない人を中心に、公共交通の利便
性向上に対するニーズが存在。 

 コミセンやスポーツ施設を含めた公共施設や交通結節点などの拠点への
アクセス向上。 

 公共交通間の乗り継ぎ利便性など、交通結節機能の向上。 

 自動車、自転車が主な交通手段である播磨町における、高齢者等が安全
に移動できる環境の確保とこれを通じた外出機会の拡大。 

 鉄道駅と町内各地を結ぶ路線バスが運行しているが、道路幅員が狭小な
地域では乗り入れが困難であり、路線バス運行地域は限定。 

 アンケートの自由意見に見る子育て世代・高齢者等の外出支援サービスに対するニーズ（カッコ内は年代） 

• 播磨町は元気なお年寄りが多いと思います (いきいきセンターの利用者で年配の方多いと見受けます) 。せっかく健康に配
慮した施設が多いのにそれらの施設を結ぶ路線があれば利用しやすいのにと思います。同様に子育て支援センターとそれ
らの施設を結べば子育て世代のお母さんたちも外出しやすくなると思います。自転車でも行けないことはないですが雨の
日はちょっとね・・・となってしまうので。（25～34歳） 

• せっかく町内に２本の鉄道が通っているので、これら２駅と町内各所を結ぶ公共交通網(コミバス、乗合タクシーなど)の
整備が町内の目指す方向ではないかと思います。 （55～64歳） 

• バスの路線が家の近くにないので路線を増やしてほしい(明幹沿い)。播磨町内の施設をまわるループバスがあれば利用しやすいかも
(大中遺跡、整備中のＪＲ土山駅商業施設、プール跡地、南・北支援センター、図書館(役場)など)。（ 25～34歳 ） 



3 

５．コミセン便の基本方針 

 高齢者・子育て世代の移動ニーズに合ったモビリティの確保 
 

 

 

 交通不便地域の解消 

  
  
 

 路線バスや鉄道駅との連携強化 

 

⇒ 路線バスで対応できない地域からコミュニティセンター、子育て支援センターや
鉄道駅等への移動ニーズへの対応。 

⇒ 高齢者・子育て世代をはじめとした町民の外出機会の拡大。 

⇒ 路線バスと競合しないネットワークを形成。 
⇒ 路線バスや鉄道駅との接続及び連携。 

⇒ 交通不便地域を解消するとともに、地域間における移動手段の確保・円滑化を図
り、町民生活を活性化。 

 町内各地域から公共施設や鉄道駅等の拠点へのアクセス向上に取り組み、
公共交通の利便性の向上を図る。 

４．取り組むべき施策の方向性 

■ 路線バスや鉄道駅との連携強化イメージ（例：土山駅） 

 

 

土
山
駅

各
地
域

加古川駅・東加古川駅・
稲美町方面

姫路・明石・三ノ宮方面

コミセン便

ＪＲ

路線バス



 高齢者・子育て世代の外出機会の促進 
 

 

 

 

 

 

 

 外出による地域住民同士の交流機会の促進 

  
 
 
 
  
 
 

 高齢者や子どもの見守り・地域の防犯パトロール機能 

 高齢者の交通事故リスク軽減 

 

コミセン便で買い物に行くときに、
久しぶりに山田さんと出会えたわぁ。
今度、一緒に出かける約束も出来た
し♪
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６．コミセン便導入による期待される効果 

○導入前 ○導入後 

○導入前 ○導入後 

○導入前 ○導入後 

山田さんとは、最近、合っていけど、
元気にしてるかしら。
なかなか、出会う機会がないし。。。

うちのおじいちゃん、
まだ自動車を運転し
ているけど、事故を
起こさないか心配だ
わぁ。。。

知り合いと一緒に
コミセン便で出かけ
るようになって、運
転による事故の心配
がなくなったわぁ♪

子育て支援センターに
行きたいけど、車がな
いからどうしよう。

ことぶき大学に行きた
いけど、バス停まで歩
けないから無理じゃ。

これから、子育て支援
センターのサークルメ
ンバーで女子会に行き
ます♪

今度、ことぶき大学の
友達と一緒に食事へ行
くのが楽しみだわ♪
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 コミセン便の運行形態として考えられる「路線定期型」と「デマンド
型」のメリット・デメリットについて、以下に整理する。 

 

 

 

 

７．コミセン便の運行形態について 

■運行形態別のメリット・デメリット 

出典：デマンド交通の手引き（平成25年3月 国土交通省中部運輸局）、全国デマンド交通システム導入機関連絡協議会HPより作成 

（１）運行形態別に見たメリット・デメリット 

形態 イメージ 導入に適した地域 メリット デメリット

　

【

路
線
定
期
型
】

　
　
　
路
線
バ
ス
・

　
　
　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

バ
ス

路線を定めて運行するも
のであり、設定する運行
系統の起終点及び停留所
の時刻設定が定時である
運行の形態。

利用者がある程度まと
まっている地域での導入
に適している（集落や団
地などが点在している
地域）。

○ 様々な交通機関をつな
ぎ合わせる役割を担うこ
とができる。
○ 予約がいらない。
○ バス停まで行けば必ず
運行している。

○ 利用者がいなくても運
行するので、運行経費が
必要。

【

デ
マ
ン
ド
型
】

デマンド交通とは、利用
者が電話で利用時間帯と
目的地の予約を行い、車
は乗り合う人を時間に合
わせて順に迎えに行き、
全ての人を目的地まで送
迎する形態。コミュニ
ティバスの形態とは異な
り、利用者の予約に応じ
て運行する形態で、事前
の申込みが必要である。

利用者が広く点在してい
る地域で、路線バスやコ
ミュニティバス等による
運行が困難な地域の導入
に適している。

○ 予約が入った停車地の
みを経由するため、需要
を面的にカバーできる。
○ 事前予約により、利用
者がいる場合のみ運行す
る。
○ バス停まで歩く必要が
なくなる。

○ 利用者にとって予約が
必要である（高齢者の場
合抵抗感を持たれる可能
性がある）。
○ 乗降地の異なる利用者
を乗合で輸送することか
ら、停車地の到達時刻が
変化する場合がある。
○ 多くの事例では利用に
際して、事前申込を必要
としている。
○ 特に、高齢者において
は、決まった乗降ポイン
トがないことから、仕組
みが理解されにくい。
○ 特定の利用者に利用が
限定されやすい。
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７．コミセン便の運行形態について 
（２）町民のニーズ（交通施策の導入意向） 

■交通施策の導入意向 

67%

58%

34%

83%

95%

89%

91%

93%

90%

33%

42%

66%

17%

5%

11%

9%

7%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

路線バスが入れない狭い道路を運行する小型バスの

導入

事前申込制の乗合タクシー（予約があった時のみ、予

約に応じた停車地をめぐり運行する）の導入

車内で健康や行政サービスに関する情報収集や相談

ができるバスの導入

バスと商業施設との連携（バスに乗って買い物に行く

と、買い物料金の割引がある）

ＪＲ土山駅や播磨町駅での鉄道とバスの乗り継ぎ利

便性の向上

高齢者の運転免許返納に対するサポート・特典付与

（路線バス運賃半額などに加え、施設利用料の割引…

鉄道との乗り継ぎがわかるバス時刻表の配布など、バ

スの利用促進策の推進

路線バスのサービスの充実（便数を増やす、使いやす

い路線とするなど）

バスやタクシーの利用料金補助・料金割引

望む 望まない

n=815

n=626

n=596

n=899

n=1,025

n=923

n=893

n=927

n=969

※公共交通に関するアンケート調査（平成26年9～10月実施 播磨町）をもとに集計 
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 出発時間は、一般、ことぶき大学生ともに午前10時が最も多く、帰宅時
間は一般では午前11時、ことぶき大学生では午後12時が最も多い。 

 午前中に出発し帰宅が午後になる回答も多く見られ、外出時間の平均は
一般及びことぶき大学生ともに2.3時間/回である。 

 

 

 

７．コミセン便の運行形態について 
（２）町民のニーズ（買い物時の外出時間） 

■買い物における外出時間の状況 

出典：公共交通に関するアンケート調査（平成26年9～10月実施 播磨町） 

出発時間 帰宅時間 

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

11%

31%

12%

2%

8%

11%

8%

7%

4%

3%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

10%

41%

12%

1%

9%

8%

8%

7%

4%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

１３時

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時

２１時

２２時

２３時

２４時

出発時刻（買い物）

一般

ことぶき大学生

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

5%

17%

16%

5%

7%

8%

11%

11%

9%

6%

3%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

3%

15%

24%

6%

9%

10%

11%

11%

7%

2%

0%

0%

0%

0%

0%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

１３時

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時

２１時

２２時

２３時

２４時

帰宅時刻（買い物）

一般

ことぶき大学生

⇒ 出発時間及び帰宅時
間ともに、一定の時
間帯に集中する傾向
がある。 
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 出発時間は、一般、ことぶき大学生ともに午前9時が最も多く、帰宅時間
は一般では午前11時、ことぶき大学生では午後12時が最も多い。 

 午前中に出発し帰宅が午後になる回答も多く見られ、外出時間の平均は
一般が2.3時間/回、ことぶき大学生が2.6時間/回である。 

 

 

 

７．コミセン便の運行形態について 
（２）町民のニーズ（通院時の外出時間） 

■通院における外出時間の状況 

出発時間 帰宅時間 

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

11%

31%

12%

2%

8%

11%

8%

7%

4%

3%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

1%

15%

42%

20%

7%

0%

1%

1%

2%

6%

3%

1%

0%

0%

1%

0%

0%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

１３時

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時

２１時

２２時

２３時

２４時

出発時刻（通院）

一般

ことぶき大学生

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

5%

17%

16%

5%

7%

8%

11%

11%

9%

6%

3%

1%

1%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

0%

1%

0%

1%

11%

23%

29%

13%

3%

2%

3%

4%

5%

3%

1%

0%

0%

1%

0%

0% 10% 20% 30% 40%

１時

２時

３時

４時

５時

６時

７時

８時

９時

１０時

１１時

１２時

１３時

１４時

１５時

１６時

１７時

１８時

１９時

２０時

２１時

２２時

２３時

２４時

帰宅時刻（通院）

一般

ことぶき大学生

出典：公共交通に関するアンケート調査（平成26年9～10月実施 播磨町） 

⇒ 出発時間及び帰宅時
間ともに、一定の時
間帯に集中する傾向
がある。 


